





























た2一 。したがって，伊勢信仰の展開をみるには，  
近世期の新村以外にも目を向けつつ，それぞれの  
地域ごと（村ごと）に信仰の受杏過程の実態をみて  



































Ⅱ 村の宗教施設  
伊勢信仰について触れる前に，まず近世期の村  

































ように，小名の開発者と考えられる鋸。   
このようなオメェと宗教施設のありかたは，檎  
尾に限らず他の小名でもみられた（第1図）。染場，  
第1図 太田部材の小名の範囲と寺社分布（明治初期）  
（聞き取り調査及び新井家文書「明治四年三月村内寺社領絵図」より作成）  
－ 58－   
合弐百弐十四文 ならを  
惣合弐貫三百七十四文  
右これハかう作之御きねんニ        （耕作）   【祈年）  
かくらのはとうなり ／神粟l  
正保弐牢丙十月十八目こ  
てぬきする也11）  
Ⅱ 伊勢信仰の受容  









五十文  ならを  常心J月  
内■文  蔵之丞  
弐十国文  きイ摘f門  
弐十川文  八郎ん衛門  
弐十四文  ヒ㍍衛門  











第l未 近世太田部村における伊勢信仰関係の文革－－一一覧（新井家文替）  
西暦（和暦）月・日  文  書  名   形態  
1645（正保2）10．18  伊せの御太ねん之御はとう也   状   
1717（享保2）8．15   金子預り申金子之事（伊勢太夫講金預）   状   
1735（享保20）10．1l   預り申伊勢太々諦金之事   状   
1ア35（享保20）10．冊   預り申伊勢太々津金之事   状   
1736（元文元）8．15   借用申伊勢太々諦金証文之串   状   
1736（元文元）8．15   借用申伊勢諦念手形之事   状   
1744（延事3）11．－   請取申金子之事（太々講金借用）   状   
1756（宝暦6）7．23   定（伊勢太神楽施行二付）   状   
1789（寛政元）9．13   伊勢太神楽取立帳   冊   
1790（寛政2）9．13   伊勢太々神楽取立帳   冊   
1790（寛政2）9．－   伊勢太々金年賦帳   冊   
1792（寛政4）9．13   伊勢太々神楽金取立帳   冊   
1793（寛政5）10．－   大々金預り覚帳   冊   
1795（寛政7）11．15   伊勢太々神楽金貸帳   冊   
1795（寛政7）11．15   伊勢太々御神楽取立二付時貸帳   冊   
1796（寛政8）9．13   伊勢太々講金取立帳   冊   
1801（享和元）9．18   伊勢太々講金取通帳   冊   
1801（享和元）12．－－   伊勢太々金貸付帳   冊   
1802（享和2）12．－   伊勢太々金貸付帳   冊   
1848（嘉永元）12．－   伊勢太神宮勧化帳   冊   
（年号不明）11．25   覚（大神宮初穂神納，三日市太夫次郎）   状   
（埼玉県立浦和図書館礪（1972）：『野中家・新井家文書目録』より作成）  






















































第2衷 太田部相楽場・檎尾における年貨負担と  
伊勢神楽代負担の比較  
小名  人  名   永 高  紙舟役  神楽代   
●所左衛門   2貰659文  93文  100文  
惣左衛門  50文  24文P  
五郎右衛門  25文  
助之丞  72文  24文  
九右衛門  32文  
惣右衛門  63文  24文  
梁  三郎左衛門  62文  
●五左衛門   2貰261文  62文  100文  




せい三郎  62文  
助左衛門  73文  24文  
うたの十  73文  24文  
又右衛門  32文  
与右衛門  50文  
市郎右衛門  24文  
仁左衛門  24文  
常光寺  50文  
●蔵之丞   895文  125文  100文  
亡 
門  63文  24文  
62文  24文  
き右衛門  24文  





ー 60－   
第2凶 小川の屋一首と寺社分頑  
（聞き取り調餐及び住宅地囲により作成）  
履号  
1．卜‖ 2．東 3．擢門 4．内＝ 5．西 6」＝端 7．向 8．字藤 9．御堂  
神明杜には，「五穀成就，村中安全」を祈願した  占め，諏訪杜を持っている。柑の中で最も古い姓  
伊勢神宮外宮御師三日市大末次郎の銘がある大麻  は字藤原姓であるという。  
と修験寺院である常木山十輪寺2uJの護摩札が納  このような事実から以下のような推察が可能で  
められていた。また，中野姓は川の西側に一角を  あろう。もともと小川の産土社は諏訪社であって，  






























































































































毎年九月十七日 伊勢両宮御祭典海内リー円通行被  
仰出候二付遥拝式左之通吋相心得低率  




（中略）   
－－【－【■，地方ハ郷村ノ氏神々職江遥拝式申渡シ氏子ノ者  
ヲシテ伊勢ノ方二向ヒ遥拝セシムベシ  










Ⅴ おわりに  
小稿では，関東秩父山村における伊勢信仰の展  
開過程について，史料紹介をしながら若干の検討  



























付 記  
現地調査にあたっては，富田町太田部の久保勇氏，   
群馬県多野郡鬼石町三波川の金剛寺住職厳酒耶氏に   
は聞き取りのほか，史料を閲覧させて頂きました。   
また太関都地区の方々には，聞き取り調動こ御協力   
頂きました。，本稲作成にあたっては，筑波大学大学   
院の六本木健志氏に御助言頂きました。また実習時   
には，筑波大学人文学類の寺崎大貴，多山剛札 進   










雑誌，64－2・3，31～38．   
前掲3）160～162．  




おける家と経常一武蔵国秩父郡を中心にして－，   
史潮，新31，18～36．  
b六本木健志（1994）：紙漉く村の生活史一太田部  




























民俗事典』，弘文堂，410ページ．   












鵬64 〝   
けば，寅冨宗寺院の開基時期は遅くとも近世初期   
（17世紀中期）と考えられる．また正保2年の神楽   
代負担の史料に記載のない寺院（千手院．常念寺）   
はまだ開基されていなかったことが分かる．  
17）前掲5）89ページ．  
18）田中達也（1993）：山間地城における近世村の成立   














































ー 65 －   
